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例　　日

1.本書は、 2012年(平成24年)度において個人住宅・民間開発及び公共開発に関わる発掘調査を実施した

市内遺跡発掘調査報告書である。

2.市内遺跡発掘調査の費用は、全額を国庫補助金及び市費の公費により賄った。

3.調査組織

2012年(平成24年)度

調査主体者　佐久市教育委員会

教　　育　　長

事　務　局　社会教育部長

文　化　財　課　長

文化財調査係長

文化財調査係

土屋　盛夫

伊藤　明弘

吉澤　隆

三石　宗一

並木節子　　須藤隆司　　小林眞寿

羽毛田卓也　冨沢一明　　上原　学

神津一明　　久保浩一郎　林幸彦(嘱託)

4.本書の編集は須藤が行った。

5.本誌掲載の関係資料等は、佐久市教育委員会の責任下に保管してある。
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試掘調査

1　岩村田遺跡群137

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市岩村田宇内西浦1228-1外

積水ハウス株式会社

宅地造成

平成24年4月17日

43.2壷(開発面積5,969.54壷)

須藤　隆司

調査の結果

遺跡内の道路建設用地を

主体に、重機による試掘調

査トレンチ5本で遺構・遺

物の確認調査を実施した。

その結果、対象地は台地

端部から低地への緩斜面地

であり、旧建物建設により

大半は地表下200cmまで掘

削されていた。

遺構・遺物は確認されな

かった。

岩村田遺跡群137位置図(1 : 10,000)

試掘調査全体図(1 : 1,000)

調査トレンチ 堆積状況

軸
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試掘調査

2　岩村田遺跡群138

所　在　地　佐久市岩村田字西一本柳2309番1

開発主体者　加藤　英機

開発事業名　個人住宅

調　査　期　間　平成24年4月26日

調査面積　35.28壷(開発面積406.47壷)

調査担当者　須藤　隆司

岩村田遺跡群138位置図(1 : 10,000)

調査の結果

重機により基礎工事の最大掘削範囲(地表下70cm)における遺構・遺物の確認調査を実施した。その結果、

建物建設範囲における竪穴住居址群(弥生一平安時代)の存在が確認された。

建設による掘削深度制限があること、掘削最深部が竪穴住居址の確認面であり、確認された竪穴住居址群

の保存が可能なことから、本調査は実施しなかった。

試掘調査全体図(1 : 1,000)

調査トレンチ

ー2-

遺構確認状況



試掘調査

3　枇杷坂遺跡群76

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市岩村田1915-2

社会福祉法人　小諸青葉会

福祉施設

平成24年4月24日

160.2壷(開発面積704.02壷)

須藤　隆司

I　　　言/了二二一

I　　　　’⊥-ノ　　生

〈

l

(　I

/ l洋一二千ヰ

枇杷坂遺跡群76位置図(1 : 10,000)

調査の結果

重機による試掘調査トレンチ3本で遺構・遺物の確認調査を実施した。その結果、表土30-40cm下は、砂

層20-30cm、灰褐色粘土層ないし砂礫層の低地堆積で、遺構・遺物は確認されなかった。

試掘調査全体図(1 : 1,000)

調査トレンチ

ー3-

堆積状況



試掘調査

4　野馬窪遺跡群11

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市猿久保187-1外

佐久市

武道館・多目的運動場整備

平成24年7月9ロー13日

1,196壷(開発面積38,242壷)

須藤　隆司

調査の結果

重機による試掘調査トレンチ8

本で遺構・遺物の確認調査を実施

した。

その結果、地表下30へ60cmの浅

間第一軽石流を遺構確認面として、

竪穴住居址・溝址・ピット等の遺

構群と平安時代の土器が確認され

た。

建物建設等で保存が困難な遺構

に関しては記録保存を目的とした

本調査を実施する。

野馬窪遺跡群11位置図(1 : 10,000)

試掘調査全体図(1 : 2,000)

ー4-

遺構確認状況



試掘調査

5　野馬窪遺跡群12

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市猿久保210-1外

佐久市

研修センター整備

平成24年7月9日一26日

2,432壷(開発面積13,000壷)

須藤　隆司

調査の結果

重機による試掘調査トレンチ

18本で遺構・遺物の確認調査を

実施した。

その結果、地表下20へ130cm

の浅間第一軽石流を遺構確認面

として、竪穴住居址・溝址・

ピット等の遺構群と平安時代の

土器が確認された。

建物建設等で保存が困難な遺

構に関しては記録保存を目的と

した本調査を実施する。

で22雷鳥難霊能暮、　〉

1之き　輝東涯古墳

野馬窪遺跡群12位置図(1 : 10,000)

)

1

試掘調査全体図(1 :2,000)

ー5-
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試掘調査

6　猿久保屋敷添遺跡6

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市猿久保字坂下284

中村　伊勢雄

集合住宅

平成24年5月16日

86.4壷(開発面積446.94壷)

須藤　隆司

調査の結果

重機による試掘調査トレンチ3本で遺構・遺物の確認調査を実施した。その結果、旧建物建設による撹乱

が広範囲に及び、表土20へ100cm以下はシルト層ないし砂礫層の堆積であった。遺構・遺物は確認されなかっ

た。

試掘調査全体図(1 : 1,000)

調査トレンチ 堆積状況

6



試掘調査

7　周防畑遺跡群67

所　在　地　佐久市長土呂字北上宮久保

900-1、 900-19、 900-11の一部

開発主体者　株式会社ケンショウ

開発事業名　倉庫建設

調　査　期　間　平成24年5月14日

調査面積　88壷(開発面積1,566.72壷)

調査担当者　須藤　隆司

周防畑遺跡群67位置図(1 : 10,000)

調査の結果

重機による試掘調査トレンチ3本で遺構・遺物の確認調査を実施した。その結果、対象地は田切に至る緩

斜面地であり、堆積状況は表土40cm、黒褐色土20cm、暗褐色土10cm、浅間第一軽石流であった。遺構・遺物

は確認されなかった。

試掘調査全体図(1 : 1,000)

ー7-

調査トレンチ



試掘調査

8　松の木遺跡12

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市岩村田1858-1、 1866

佐久市立国保浅間総合病院

保育所建設

平成24年7月5日

58.4壷(開発面積856壷)

須藤　隆司

松の木遺跡12位置図(1 : 10,000)

調査の結果

重機による試掘調査トレンチ4本で遺構・遺物の確認調査を実施した。その結果、堆積状況は埋土40へ60

cm、灰褐色シルト層25cm、浅間第一軽石流二次堆積層であり、遺構・遺物は確認されなかった。

試掘調査全体図(1 : 1,000)

調査トレンチ

ー8」

堆積状況



試掘調査

9　上砂田遺跡9 ・松の木遺跡13

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市岩村田字西長塚1718-3外5筆

長野都市ガス株式会社

事務所・店舗・倉庫建設

平成24年5月21日・ 22日

500壷(開発面積2,556壷)

須藤　隆司

聞

I

†　　　　114　隅義山官費

10合　松の木筆鴬で　しっ

∴言上仁　了〆‥

し_」

「0「上砂闘選糖

」」十㌧手職仁摩平治

上砂田遺跡9

_　l

t

松の木遺跡13位置図

晴日田
l　　　っィγ

一一イ二一

1′葉∴∴∴叫

(1 : 10,000)

調査の結果

重機による試掘調査トレンチ8本で遺構・遺物の確認調査を実施した。

結果、松ノ木遺跡では東南部が台地緩斜面(盛土90cm、水田土20cm、浅間第一軽石流の堆積)、北西部が

低地部(盛土20cm、水田土50cm、褐色・黒褐色粘土層の堆積)であった。

上砂田遺跡は低地部(盛土20cm、水田土50cm、褐色・黒褐色粘土層50へ65cm、浅間第一軽石流二次堆積層

の堆積)であり、 両遺跡ともに遺構・遺物は確認されなかった。

試掘調査全体図(1 : 1,000)

調査トレンチ

ー9-

堆積状況
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試掘調査

10　野馬窪遺跡群13

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市猿久保210-1外

佐久市

道路

平成24年7月9日へ11日

334壷(開発面積13,347壷)

須藤　隆司

調査の結果

重機による試掘調査トレンチ2

本で遺構・遺物の確認調査を実施

した。

結果、地表下20へ40cmの浅間第

一軽石流を遺構確認面として、竪

穴住居址、ピット等の遺構群が確

認された。

確認された遺構群は本調査を実

施し、記録保存された。

野馬窪遺跡群13位置図(1 : 10,000)

試掘調査全体図(1 : 2,000)

ー10-

調査トレンチ 遺構確認状況



試掘調査

11岩村田遺跡群139

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市岩村田字西一本柳2309番11

重田　一太郎

個人住宅

平成24年6月25日

29.7壷(開発面積304壷)

須藤　隆司

き2　強打日義j聾轍

Lこてl

岩村田遺跡群139位置図(1 ‥ 10,000)

調査の結果

基礎工事の最大掘削範囲(幅70cm程、地表下80cm)における遺構・遺物の確認調査を実施した。

その結果、建物建設範囲における遺構群(竪穴住居址・溝址・ピット)と弥生一平安時代の遺物群(土

器・石器)が確認された。

建設による掘削深度制限があること、掘削最深部が遺構確認面ないし覆土上層であり、遺構群の保存が可

能のことから、本調査は実施しなかった。

試掘調査全体図(1 : 1,000)

遺構確認状況

-11-

遺構確認状況
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試掘調査

12　岩村田遺跡群140

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市岩村田字西一本柳2301番7

隅田　潤・俊子

個人住宅

平成24年7月3日

40.6壷(開発面積783.56壷)

須藤　隆司

「い　　　‾

s隻勝村闘鶏精糖

ノ‾

(//

岩村田遺跡群140位置図(1 : 10,000)

調査の結果

基礎工事の最大掘削範囲(幅70cm程、地表下55cm)における遺構・遺物の確認調査を実施した。

結果、東半部は浅間第一軽石流の遺構確認面に達し、西半部は遺構確認面に至らなかったが、西一本柳遺

跡における弥生時代後期集落の環濠と考えられる溝址の一部が確認された。

確認された溝址は埋土保存が可能のことから、本調査は実施しなかった。

音 u⊃ ����R�ﾓ2�1817-3 18 剴�ふ2�

1809-1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1816-1　　　　　∞ 

牛18。。_2　　181。_2　… 茶ｨ,B�������1815-10 ��ｴ��ﾂ��ｸ�ｲ��ｲ��ｸ�b�1818-4 1823-2 1823-4 
〈:て) �8h�R�

漢葛岡雪国　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　園田 ��、く予I 告ぎ 

諒曾2328-7 へ　　　　　　車809-3181。-3　芋 o⊃ l !〕〇 ��ﾄB����h,X�ﾂ�8h6｢�1815臆11 1815-4 ��ｨ�｢�耳�｢��｢��ﾈｺ�� 

N 剪� 

薫　　　　　　2328-2　　　　　　　　　　　　　　　　2301十5 劔 

2301-6 

2301-3 

230l-1 

2327「3 

2301-7 
2326-1 

2301-4 

試掘調査全体図(1 : 1,000)

遺構確認状況
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試掘調査

13　栗毛坂遺跡群53

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市岩村国字西曽根61番3、 61番6

江元　茂人

集合住宅

平成24年7月31目

174壷(開発面積1,079壷)

須藤　隆司

9義士邑道雄韓　　//

謹撰書起

ノ　　　　　　ン　　　I

-ト音〇〇〇〇( ′　いつ

/　　　　一

/　　ィ

10　接写頼轟録韓

栗毛坂遺跡群53位置図(1 : 10,000)

調査の結果

重機による試掘調査トレンチ6本で遺構・遺物の確認調査を実施した。結果、水田土30cm以下は、北西半

部で100cm以上の埋土(コンクリート片を含む)、東南半部で浅間第一軽石流を開析する100cm程の水成堆積

(褐色・灰褐色粘土層、砂礫層)であり、遺構・遺物は確認されなかった。

60-2

試掘調査全体図(1 : 1,000)

調査トレンチ
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試掘調査

14　前田遺跡群14

所　在　地　佐久市塚原字小太郎塚

1088-4、 1092-1、 1092-3

開発主体者　株式会社ローソン

開発事業名　店舗

調　査　期　間　平成24年8月22日

調査面積　278壷(開発面積2,315.28壷)

調査担当者　須藤　隆司

前田遺跡群14位置図(1 : 10,000)

調査の結果

重機による試掘調査トレンチ5本で遺構・遺物の確認調査を実施した。結果、表土30cm下の塚原泥流部分

と表土100cm下の暗灰色粘土層の堆積から、現状の平坦面は南東半部に存在した塚原泥流残丘を削平し、周

辺の低地部を埋めて形成されたことが判明した。遺構・遺物は確認されなかった。

試掘調査全体図(1 : 1,000)

調査トレンチ

ー14-

調査トレンチ



試掘調査

15　枇杷坂遺跡群77

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市岩村田991

長野県

学校建設

平成24年7月3日

450壷(開発面積2,069壷)

羽毛田　卓也

調査の結果

重機による試掘調査トレンチ

6本で遺構・遺物の確認調査を

実施した。

結果、対象地南側は表土直下

が浅間第一軽石流であり、対象

地は小丘陵状地形を耕作地化す

るさいに削平されたものと推察

される。

北半分は小低地で、表土直下

にシルト質の黒色土、浅間第一

軽石流を含む暗褐色土であった。

遺構・遺物は確認されなかった。

枇杷坂遺跡群77位置図(1 : 10,000)

試掘調査全体図(1 : 1,000)

調査トレンチ

ー15-
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試掘調査

16　常田居屋敷遺跡群19

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市常田字家地頭441番1

株式会社イデコーポレーション

宅地造成

平成24年8月27日・28日

279.9壷(開発面積2,329壷)

須藤　隆司

調査の結果

重機による試掘調査トレ

ンチ5本で遺構・遺物の確

認調査を実施した。結果、

礫混じり黒・暗褐色土20へ

100cm以下の堆積は塚原泥

流、礫混じり黄褐色土(塚

原泥流二次堆積土)、礫混

じり黒褐色・灰褐色シルト

層であった。

以上の堆積から、旧地形

は東北部の塚原泥流残丘と

その周辺に広がる低地であ

り、遺構・遺物は確認され

なかった。

常田居屋敷遺跡群19位置図(1 : 10,000)

試掘調査全体図(1 : 1,000)

ー16-
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試掘調査

17　枇杷坂遺跡群78

所　在　地　佐久市佐久平駅東9-3

長土呂字水引284-1

開発主体者　株式会社本久ホールディングス

開発事業名　店舗建設

調　査　期　間　平成24年8月23日・24日

調査面積　326.2壷(開発面積2,476.884壷)

調査担当者　須藤　隆司
容誓

言国
音・/

¥言、

l

〆、¥二、　I _ノ

J　二へ→¥

ゝ芸才、//

¥ 、

し、　　　　　　　　　　　¥

¥l
らし/

寄〆轟　　　(

¥

l

〆、ここ

枇杷坂遺跡群78位置図(1 : 10,000)

調査の結果

重機による試掘調査トレンチ8本で遺構・遺物の確認調査を実施した。結果、地表下50へ60cmの浅間第一

軽石流を遺構確認面として弥生時代後期の竪穴住居址群、土坑、ピットが確認された。

確認された遺構は保護層を確保し、埋土保存とした。

試掘調査全体図(1 : 1,000)

遺構確認状況
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試掘調査

18　宮の前遺跡2

所　在　地　佐久市下平尾字宮ノ前303鵜3

開発主体者　株式会社さくら医研

開発事業名　介護施設

調　査　期　間　平成24年8月30目

調査面積　221壷(開発面積1,488.08壷)

調査担当者　須藤　隆司

:「

宮の前遺跡2位置図(1 : 10,000)

調査の結果

重機による試掘調査トレンチ5本で遺構・遺物の確認調査を実施した。

対象地は北西の残丘(表土下30cmで岩盤)から南東方向の緩斜面(表土30へ40cm、礫混じり黒褐色土40-

50cm、褐色土20cm、以下浅間第一軽石流)であり、遺構・遺物は確認されなかった。

試掘調査全体図(1 : 1,000)

調査トレンチ
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試掘調査

19　枇杷坂遺跡群79

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市佐久平駅南4-2、 4-3、 4-4

佐久市

公園造成

平成24年9月3日

105.6壷(開発面積27,379.06壷)

須藤　隆司

調査の結果

重機による試掘調査

トレンチ1本で遺構・

遺物の確認調査を実施

した。

結果、堆積状況は、

盛土80-120cm、暗灰

色粘土層等の水成堆積

20へ130cm (北半部が　503‾4

浅く、南端部が深い)、

塚原泥流であった。

遺構・遺物は確認さ

れなかった。

75

調査トレンチ

枇杷坂遺跡群79位置図(1 : 10,000)

4」3

4-4

6イ

76

6-6

試掘調査全体図(1 : 1,000)

堆積状況
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試掘調査

20　周防畑遺跡群68

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市長土呂字南近津1160-1

土屋　良子

集合住宅

平成24年9月19日

36壷(開発面積224.80壷)

須藤　隆司

囲

I l

迫田音調

I

周防畑遺跡群68位置図(1 : 10,000)

調査の結果

重機による試掘調査トレンチ4本で遺構・遺物の確認調査を実施した。

結果、堆積状況は、旧建物解体時の埋土30へ50cm、耕作土20cm、浅間第一軽石流であり、遺構・遺物は確

認されなかった。

試掘調査全体図(1 : 1,000)

調査トレンチ
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試掘調査

21枇杷坂遺跡群80

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市岩村田字下久保田向263-3

井出　雅男

集合住宅

平成24年11月20日

167.7壷(開発面積820.0壷)

須藤　隆司

調査の結果

重機による試掘調査トレンチ6本で遺構・遺物の確認調査を実施した。

結果、対象地は北方に傾斜する緩斜面であり、堆積状況は表土30へ40cm、黒褐色土20cm、浅間第一軽石流

であった。遺構・遺物は確認されなかった。

試掘調査全体図(1 : 1,000)

調査トレンチ

ー21-
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試掘調査

22　丸山遺跡「

所　在　地　佐久市下小田切544-1・2ほか

開発主体者　佐久広域連合

開発事業名　消防署庁舎建設

調査期　間　平成24年11月8日・9日

調査面積　488壷(開発面積3,292.76昂

調査担当者　須藤　隆司
豊国園田

田圃

音I

丸山遺跡1位置図(1 :10,000)

調査の結果

重機による試掘調査トレンチ14本で遺構・遺物の確認調査を実施した。

結果、対象地の平坦面は掘削・埋土整地されており、地山(黄褐色シルト層)までの深さは、中央部で30

cm、西端部で200cm、束端部で120cmであった。

北東部に残存した平坦面で弥生時代の土器を含む黒色土、南端部の削平部で弥生時代の竪穴住居址(掘方

残存部か)、中央部掘削部で溝址残存部が確認された。建物建設で保存が困難な遺構に関しては、本調査を

実施する。

試掘調査全体図(1 : 1,000)

遺構確認状況

ー22-
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試掘調査

23　周防畑遺跡群69

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

調査の結果

佐久市長土呂875番1外

佐久市

斎場建設

平成24年11月27日・ 28日

283.2壷(開発面積15,247壷)

須藤　隆司

営利前賢吋

錦柵佳梶野払卵I骨

周防畑遺跡群69位置図(1 : 10,000)

重機による試掘調査トレンチ7本で遺構・遺物の確認調査を実施した。

結果、平坦部の堆積状況は、埋土(黒褐色土30-70cm、浅間第一軽石流50-120cm)、旧表土20cmないし浅

間第一軽石流であり、現在の平坦部は窪地(南西方向の傾斜地で西南端が最深部)を大規模に埋め立てた結

果であることが判明した。遺構・遺物は確認されなかった。

なお、台地端部の堆積状況は表土50へ60cm、砂質ローム(浅間第一軽石流二次堆積)であった。

試掘調査全体図(1 : 2,000)

ー23-
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試掘調査

24　宮の上遺跡群24

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市横和304-1

株式会社シナノ

工場建設

平成24年11月5目

414壷(開発面積1,234壷)

須藤　隆司

ノ　′
¥

幽　　　・〆〆∴

畳田園00

調査の結果

重機による試掘調査トレンチ5本で遺構・遺物の確認調査を実施した。

結果、対象地の大半は西南方向の緩斜面地であり、束端部に平坦地が存在していた。その平坦地において

地表下30cmの浅間第一軽石流を遺構確認面として、平安時代の竪穴住居址2軒が確認された。

確認された竪穴住居址は保存が困難なため、本調査を実施した。

試掘調査全体図(1 : 1,000)

遺構確認状況
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試掘調査

25　上砂田遺跡10

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市岩村田字下砂田1686番5

J A佐久浅間株式会社アメック

宅地造成

平成24年10月31日、 11月1日

276壷(開発面積1,741壷)

須藤　隆司

年上　誠　一出生

l 「01上砂日義東口

〉ぐ　へ　「丁2農事滝山古墳

嚢二与　/

¥

‥〉二単項　‾　　　　二　重1「さす寅年壇、

…叫。竜山′二号堅一一掴勧　宣_、二、、　_エィ、 」、

上砂田遺跡10位置図(1 : 10,000)

調査の結果

重機による試掘調査トレンチ5本で遺構・遺物の確認調査を実施した。

結果、対象地の堆積状況は、水田土50-70cm、砂礫混じり黒褐色土50cm、以下砂礫層であった。

遺構・遺物は確認されなかった。

器畠_- †
o笹を詰6打ノ

試掘調査全体図(1 : 1,000)

調査トレンチ
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試掘調査

26　大塚遺跡群11

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市中込字大澤上3497-3外

佐久市

道路改良

平成24年11月29日

51.2壷(開発面積8,000壷)

須藤　隆司

大塚遺跡群11位置図(1 : 10,000)

調査の結果

重機による試掘調査トレンチ2本で遺構・遺物の確認調査を実施した。

結果、堆積状況は表土30cm、砂礫を含む浅間第一軽石流二次堆積層であった。

遺構・遺物は確認されなかった。

試掘調査全体図(1 : 1,000)

調査トレンチ
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試掘調査

27　周防畑遺跡群70

所　在　地　佐久市長土呂字南上北原

934番1外16筆

開発主体者　有限会社マイティー長野

開発事業名　宅地造成

調　査　期　間　平成24年12月4日・5日

調査面積　415.5壷(開発面積9,629壷)

調査担当者　須藤　隆司

副題
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周防畑遺跡群70位置図(1 : 10,000)

調査の結果

重機による試掘調査トレンチ14本で遺構・遺物の確認調査を実施した。

結果、対象地の大半は削平地(地表下10c皿で浅間第一軽石流)、斜面地及び谷部の埋土地(対象地中央に

南西方向に傾斜する谷部・斜面地があり、埋土は100へ200cm以上)であったが、南東部の平坦地で竪穴住居

址2軒が確認された。

永久的構造物の道路建設用地にある竪穴住居址1軒に関しては本調査を実施した。

遺構確認状況

遺構確認状況

試掘調査全体図(1 : 1,000)
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試掘調査

28　望月城跡3

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市望月字長坂1722番6

ソフトバンクモバイル株式会社

無線基地局

平成24年12月6日

19.6壷(開発面積343壷)

須藤　隆司

1067凪墓頼毎謀連接

望月城跡3位置図(1 :10,000)

調査の結果

重機による試掘調査トレンチ2本で遺構・遺物の確認調査を実施した。

結果、対象地は表土60へ100cm、褐色土40cm、黒褐色土20cm以上、相浜層の堆積からなる南東方向に傾斜

する斜面地であった。遺構・遺物は確認されなかった。

試掘調査全体図(1 : 1,000)

調査トレンチ

ー28-
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試掘調査

29　岩村田遺跡群141

所　在　地　佐久市岩村田字上木戸

936番7、 936番18の一部　　　剛定

開発主体者　清原　炎

開発事業名　集合住宅

調　査　期　間　平成24年12月10日

調査面　積19.6壷(開発面積146.09壷)

調査担当者　須藤　隆司

」 l二㌢も

嶋田

中郡

田田商

岩村田遺跡群141位置図(1 : 10,000)

調査の結果

重機による試掘調査トレンチ2本で遺構・遺物の確認調査を実施した。

結果、堆積状況は埋土40へ60cm、砂礫混じり黒褐色土20cm以上であった。

遺構・遺物は確認されなかった。

試掘調査全体図(1 : 1,000)

ー29-

調査トレンチ 堆積状況
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試掘調査

30　周防畑遺跡群71

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市長土呂字通常1246番1外3筆

角田　毅

宅地造成

平成25年1月17日

86壷(開発面積1,204壷)

須藤　隆司

28西追蜂蜜龍弾

周防畑遺跡群71位置図(1 : 10,000)

調査の結果

永久的構造物である道路建設範囲を試掘調査区として、重機により遺構・遺物の確認調査を実施した。

結果、地表下30cmの浅間第一軽石流を遺構確認面として、竪穴住居址、中世の遺構群が確認された。確認

された遺構群は本調査を実施し記録保存された。

試掘調査全体図(1 : 1,000)

遺構確認状況

ー30-
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試掘調査

31白拍子遺跡群6

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市取出町字白拍子235鵜2

森　住利

個人住宅

平成24年12月18日

31.2壷(開発面積434.11壷)

須藤　隆司

白拍子遺跡群6位置図(1 : 10,000)

調査の結果

開発主体者の重機による試掘調査トレンチ3本で遺構・遺物の確認調査を実施した。

その結果、堆積状況は耕作土40cm、砂礫混じり褐色土20cm以上であった。

遺構・遺物は確認されなかった。

試掘調査全体図(1 : 1,000)

調査トレンチ

ー31-

堆積状況



試掘調査

32寄塚遺跡群5

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市横和字砂田552番1

株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ

無線基地局

平成24年12月21日

7.2壷(開発面積38.7壷)

須藤　隆司
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寄塚遺跡群5位置図(1 : 10,000)

調査の結果

重機による試掘調査トレンチ2本で遺構・遺物の確認調査を実施した。

結果、堆積状況は埋土80cm、黒褐色粘質土10cm、浅間第一軽石流であった。

遺構・遺物は確認されなかった。

試掘調査全体図(1 : 1,000)
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試掘調査

33　猫久保遺跡群2

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市安原字西御堂959-11、 959臆14

中嶋　拓也

個人住宅

平成25年1月7日

15壷(開発面積400.78壷)

須藤　隆司

1急き輝久依鵜韓群

ら

猫久保遺跡群2位置図(1

調査の結果

開発主体者の重機による試掘調査トレンチ1本で遺構・遺物の確認調査を実施した。

結果、建物建設における掘削範囲(地表下60へ70cm)の堆積状況は埋土であった。

遺構・遺物は確認されなかった。

試掘調査全体図(1 : 1,000)

調査トレンチ 堆積状況
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試掘調査

34　常田居屋敷遺跡群20

所　在　地　佐久市長土呂字上大豆塚

1931-1、 1932-1 ・2・4

開発主体者　有限会社田園不動産

開発事業名　宅地造成

調　査　期　間　平成25年2月19日一21日

調査面積　375.3壷(開発面積4,961.2壷)

調査担当者　須藤　隆司

常田居屋敷遺跡群20位置図(1 : 10,000)

調査の結果

重機による試掘調査トレンチ10本で遺構・遺物の確認調査を実施した。

対象地北端は、地表下60cmが浅間第一軽石流からなる台地縁辺部であり、弥生時代後期の遺構群が確認さ

れた。対象地中央から南端は、砂礫を含む黒褐色土の堆積が浅間第一軽石流を覆い、南側では100cm以上の

低地堆積となっていた。

永久的構造物である道路範囲で確認された遺構群に関しては、本調査を実施し記録保存とした。

遺構確認状況

ー34-

試掘調査全体図(1 : 1,000)



試掘調査

35　深堀遺跡群8

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市瀬戸字下原3497-1、 3497-2

株式会社田

宅地造成

平成25年1月18日

226.8壷(開発面積1,789.73壷)

須藤　隆司

り　目日動

乞う撃　取耀章雄糠

深堀遺跡群8位置図(1 : 10,000)

調査の結果

重機による試掘調査トレンチ2本で、遺構・遺物の確認調査を行った。

結果、対象地は南西方向の斜面地であり、東端では浅間第一軽石流まで表土30cm、南端では浅間第一軽石

流まで表土(埋土) 80cm、暗褐色土20cmであった。遺構・遺物は確認されなかった。

試掘調査全体図(1 : 1,000)

調査トレンチ
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試掘調査

36　中道遺跡群14

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市前山字中道76-3外

有限会社信濃土地開発

宅地造成

平成25年1月24日

100壷(開発面積1,537壷)

須藤　隆司

亘　理匪霜田

)

412　中農連騨聴

)へ¥-

ト、、、

中道遺跡群14位置図(1 : 10,000)

調査の結果

重機による試掘調査トレンチ2本で遺構・遺物の確認調査を実施した。

結果、水田土40cm以下は、砂礫ないし礫混じり暗褐色粘土40cm、砂混じり灰黄褐色シルト層30cm、砂礫層

の低地堆積であった。

遺物・遺構は確認されなかった。

69-1 

69- 

116-8 

116-2 �116-1 

l17十3 

119臆4 

119-2　　　　　119「3 

調査トレンチ
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試掘調査

37　枇杷坂遺跡群81

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市岩村田字下久保田向263-1

井出　雅男

集合住宅

平成25年3月18日・ 19目

172.8壷(開発面積1,042.21壷)

須藤　隆司
ノ少

子

枇杷坂遺跡群81位置図(1 : 10,000)

調査の結果

重機による試掘調査トレンチ3本で遺構・遺物の確認調査を実施した。

その結果、対象地の堆積状況は、表土20cm、砂層ないし褐色粘土層20cm、砂混じり黒褐色土30cm以上、浅

間第一軽石流であった。

遺構・遺物は確認されなかった。

試掘調査全体図(1 : 1,000)

調査トレンチ
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試掘調査

38　常田居屋敷遺跡群21

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市塚原字丸山535番1

須江建設工業株式会社

宅地造成

平成25年3月21日

352.8壷(開発面積2,271壷)

須藤　隆司

常田居屋敷遺跡群21位置図(1 : 10,000)

調査の結果

重機による試掘調査トレンチ3本で、遺構・遺物の確認調査を実施した。

結果、堆積状況は、水田土30cm、砂礫層30cm、塚原泥流の岩片混じり灰褐色粘土層50cm以上であった。

遺構・遺物は確認されなかった。

堆積状況

-38-

試掘調査全体図(1 : 1,000)



試掘調査

39　西裏遺跡群4

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市大沢字原36-1、 37-1、 38-1

株式会社ホンダカーズ長野中央

事務所・工場建設

平成25年3月7日

112壷(開発面積2,623.25壷)

須藤　隆司

田日

¥¥

西裏遺跡群4位置図(1 : 10,000)

調査の結果

重機による試掘調査トレンチ3本で、遺構・遺物の確認調査を行った。

結果、水田土20-40cm以下の堆積は、河川礫を含む黒褐色土・砂礫層・砂層からなる片貝川の河川堆積で

あった。

遺構・遺物ともに発見されなかった。

調査トレンチ

堆積状況 試掘調査全体図(1 : 1,000)
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試掘調査

40塚原屋敷添遺跡6

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市塚原堰下269-5

長野県佐久建設事務所

歩道設置

平成25年2月25日

8壷(開発面積226.9壷)

須藤　隆司

一書

甚患種田

塚原屋敷添遺跡6位置図(1 : 10,000)

調査の結果

開発主体者の重機による試掘調査トレンチ1本で、遺構・遺物の確認調査を実施した。

結果、対象地の堆積状況は、表土20cm、砂礫を含む黒褐色土30cm、砂礫層であった。

遺構・遺物ともに確認されなかった。

試掘調査全体図(1 : 1,000)

調査トレンチ
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立会調査

41倉澤遺跡1

所　在　地　佐久市前山字倉沢460、 461-1の一部

開発主体者　本間　徳恵

開発事業名　墓地造成

調　査　期　間　平成24年5月11日

調　査　面　積　300諸

調査担当者　須藤　隆司

調査の結果

墓地建設による地表下50cmの掘削・堆積状況の

立会・確認を行った。

結果、対象地は斜面地の造成地であり、掘削範

囲は盛土、旧表土中に止まり遺構確認確認面まで

に至らなかった。

遺構・遺物は確認されなかった。

立会調査

42　田中島遺跡2

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市御馬寄1277-3

山浦　次男

擁壁工事

平成24年5月9日

490.5壷

須藤　隆司

調査の結果

擁壁工事による地表下30-80cmの掘削・堆積状

況の立会・確認を行った。

東北から南西方向の地表下30へ40cmの掘削範囲

は、表土ないし暗褐色土中で遺構確認面に到達し

なかった。

北西から南東の地表下40へ80cmの掘削範囲では

耕作土20へ40cm、暗褐色土10cm、砂礫混じり黄褐

色土30cm、黄褐色砂層20cm以上であった。

遺構・遺物は確認されなかった
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倉澤遺跡1位置図(1 : 10,000)
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立会調査

43　松の木遺跡14

所　在　地　佐久市岩村田

1750-7、 1750-8、 1750-9、 1857-6

開発主体者　長野県佐久建設事務所

開発事業名　歩道設置

調　査期　間　平成24年5月10日

調　査　面　積　200諸

調査担当者　須藤　隆司

調査の結果

道路側溝工事に伴う深さ40へ70c皿の掘削状

況の立会を行った。

東側台地部の堆積は盛土10cm ・塚原泥流60

cmであり、西側低地部の堆積は盛土30cm、灰

褐色粘土層10cmであった。

遺構・遺物は確認されなかった

立会調査

44　深堀遺跡群9

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市瀬戸1214-7、 1213賀8

武田　良博

個人住宅

平成24年5月1日

259.63壷

須藤　隆司

調査の結果

建物基礎建設による地表下20へ30c皿の掘削・

堆積状況の立会・確認を行った。

掘削範囲は宅地造成による盛土内であり遺構

確認面には到達しなかった。

遺構・遺物は確認されなかった。
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松の木遺跡14位置図(1 : 10,000)

掘削状況
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深堀遺跡群9位置図(1 : 10,000)
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立会調査

45　権現山遺跡群3

所　在　地　佐久市八幡字今池

247-6・ 7、 246-7・ 12・ 13

開発主体者　有限会社ピースランド

開発事業名　店舗建設

調　査　期　間　平成24年10月16日

調　査　面　積　874.53諸

調査担当者　須藤　隆司

調査の結果

建物基礎建設による深さ90cmの掘削・堆積状況の

立会・確認を行った。

掘削範囲の堆積状況は、駐車場建設における基盤

土(しまりのある黄褐色ローム土)掘削後の埋土で

あり、遺構・遺物確認面・遺物包含層は存在してい

なかった。

立会調査

46　岩村田遺跡群142

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市岩村田字宮ノ後1923-3

田中　ゆみ

個人住宅

平成24年5月21日・22日

417.59壷

須藤　隆司

調査の結果

建物基礎建設による地表下60cmの掘削・堆

積状況の立会・確認を行った。

結果、掘削範囲の堆積は盛土30cm ・水田土

30cmであった。

遺構・遺物は確認されなかった

権現山遺跡群3位置図(1 : 10,000)

岩村田遺跡群142位置図(1 : 10,000)
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立会調査

47　池田遺跡1

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市茂田井字池田3865番1

田辺　茜

個人住宅

平成24年9月21日

69.95壷

須藤　隆司

調査の結果

建物基礎建設による地表下30-40cmの掘削・堆

積状況の立会・確認を行った。

掘削範囲の堆積状況は、 20cmの表土、 60cm以上

の埋土(黄褐色・緑灰色粘土ブロック、岩片、ビ

ニール片を含む極暗褐色粘土層)であった。

道路建設時に丘陵端部を掘削し、その廃土で斜

面地を埋め立てて現在の平坦地を形成したと想定

される。

遺構・遺物は確認されなかった

立会調査

48　大塚遺跡群12

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市中込字東中原3099-9

蒲原　博子

個人住宅

平成24年6月1日

162.57壷

須藤　隆司

調査の結果

基礎工事掘削の地表下40へ70cmの掘削状況・

堆積状況の立会調査を行った。

堆積状況は30へ50cmの盛土、 10へ20cmの砂混

じり褐色土であった。

遺構・遺物は確認されなかった。

ー44-
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立会調査

49　新小路遺跡2

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市春日字下小路2817

佐久市

道路改築

平成24年10月16日

2,775壷

須藤　隆司

調査の結果

道路改良工事による地表下150cmの掘削・堆

積状況の立会・確認を行った。

結果、掘削範囲の堆積状況は30cmの表土、

40cmの黒褐色土、以下70cm以上の砂礫層ない

し40cmの暗褐色土、 40cm以上の黄褐色シルト

層であった。

遺構・遺物は確認されなかった

立会調査

50　宮の前遺跡2

所　在　地　佐久市塚原堰下803-2外15筆

開発主体者　長野県佐久建設事務所

開発事業名　道路改築

調　査　期　間　平成24年11月15日

調　査　面　積　739諸

調査担当者　須藤　隆司

調査の結果

道路改築工事の地表下100cmの掘削・堆積状況

の立会・確認を行った。

堆積状況は、 40cmの水田土、 40-60cmの黒褐色

粘土、以下砂層ないし塚原泥流であった。

遺構・遺物は確認されなかった。
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立会調査

51五庵遺跡2 ・龍岡城跡7

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市田口3064-1

吾妻　幸雄

個人住宅

平成24年7月3日

337.75壷

須藤　隆司

調査の結果

建物基礎工事における地表下20-30cmの掘削・

堆積状況の立会・確認を行った。

地表下の堆積状況は砂礫層であった。

遺溝・遺物ともに発見されなかった。

立会調査

52　植村遺跡9

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市平賀字樋村2803-2

中沢　孝司・歩美

個人住宅

平成24年6月27日

328.73壷

須藤　隆司

調査の結果

基礎工事における地表下20-30cmの掘削・堆積

状況の立会・確認を行った。

堆積状況は旧建物建設時の盛土ないし水田土で

あった。

遺構・遺物は確認されなかった。

五庵遺跡2 ・龍岡城跡7位置図(1 : 10,000)
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立会調査

53　郷源氏遺跡3

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市志賀字郷源氏2467番5 、 2467番9

関本　奈津子

個人住宅

平成24年6月12日

305.88壷

須藤　隆司

調査の結果

建物基礎建設による地表下50cmの掘削・堆積

状況の立会・確認を行った。

堆積状況は30cmの褐色粘質土、 20cmの礫混じ

り黒褐色土であった。

遺構・遺物は発見されなかった。

立会調査

54　岩村田遺跡群143

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市岩村田字東八日町3066番1

星野　博信

個人住宅

平成24年7月19日

330.66壷

須藤　隆司

調査の結果

建物基礎建設による地表下30cmの掘削・堆積状

況の立会・確認を行った。

掘削範囲の堆積状況は黒褐色土であり、遺構確

認面まで到達しなかった。

遺構・遺物は確認されなかった。

ー47-
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立会調査

55　大塚遺跡群13

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市中込字東中原3109-5

島沢　幸司

個人住宅

平成24年7月23日

348.50壷

須藤　隆司

調査の結果

建物基礎工事における地表下50-60cmの掘

削・堆積状況の立会・確認を行った。

掘削範囲の堆積状況は盛土であり、遺構確認

面に到達しなかった。

遺構・遺物は確認されなかった。

立会調査

56　三分遺跡群3

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市三分宇塚畑475

小寺　利伸・詩織

個人住宅

平成24年7月26日

975.87壷

須藤　隆司

調査の結果

建物基礎工事における地表下50へ60c皿の掘削・

堆積状況の立会・確認を行った。

掘削範囲の堆積状況は、旧建物建設による50-

60c皿の埋土と砂礫層であった。

遺構・遺物は確認されなかった。

大塚遺跡群13位置図(1 : 10,000)

堆積状況

三分遺跡群3位置図(1 : 10,000)
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立会調査

57　西一里塚遺跡群11

所　在　地　佐久市平塚字屋敷裏109-5

開発主体者　株式会社にじゅういちプラスワン

開発事業名　宅地造成

調　査　期　間　平成24年7月6日

調　査　面　積　993諸

調査担当者　須藤　隆司

調査の結果

宅地造成工事の立会を行った。

工事は地表面下の掘削を伴わない盛土で、埋蔵

文化財に影響を及ぼす工事は行われなかった。

立会調査

58　近津遺跡群6

所　在　地　佐久市長土呂字東近津

1171番5、 1171番6

開発主体者　中島　悦夫

開発事業名　集合住宅

調　査　期　間　平成24年10月16日・22日

調　査　面　積　950諸

調査担当者　須藤　隆司

調査の結果

建物基礎工事における地表下30へ70cmの掘削・

堆積状況の立会・確認を行った。

掘削範囲の堆積状況は、田切地形の埋め立てで

あった。遺構・遺物は確認されなかった。

西一里塚遺跡群11位置図(1 ‥ 10,000)
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立会調査

59　常田居屋敷遺跡群22

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市常田字家地頭431-3

加藤　隆幸

個人住宅

平成24年8月2日

471.59壷

上原　学

調査の結果

建物基礎建設による地表下50cmの堆積状況の

確認を行った。

結果、掘削範囲は埋土内であり、遺構確認面

まで到達しなかった。

遺構・遺物は確認されなかった。

立会調査

60　龍岡城跡8

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市田口3063-1

中部電力株式会社

電柱移設

平成24年9月18日

2.2壷

須藤　隆司

調査の結果

電柱移設工事における地表下100cm程の手掘り

による掘削・堆積状況の立会・確認を行った。

対象地は道路建設による盛土箇所であり、掘削

範囲の堆積状況は盛土70cm、以下砂礫混じり粘土

層であった。

遺構・遺物は確認されなかった。

常田居屋敷遺跡群22位置図(1 : 10,000)

龍岡城跡8位置図(1 : 10,000)



立会調査

61原遺跡5・山崎遺跡6

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市田日宇幸ノ神

佐久市

下水道管敷設

平成24年11月6日・ 12月18日

237.5壷

須藤　隆司

調査の結果

下水道管敷設工事における幅80cm、深さ200cm

の掘削・堆積状況の立会・確認を行った。

堆積状況は50cmの埋土、 50cmの砂礫混じり黒褐

色粘質土、遺構確認面である40c皿の砂礫混じり褐

色粘質土、 60cm以上の褐色砂礫層であった。

遺構・遺物は確認されなかった。

立会調査

62　上向在家遺跡群1

所　在　地　佐久市常和字下向在家1768番2外

開発主体者　佐久市

開発事業名　農道拡幅

調　査　期　間　平成24年11月21日

調　査　面　積　202諸

調査担当者　須藤　隆司

調査の結果

道路拡幅に伴う地表下30へ100cmの掘削・堆積

状況の立会・確認を行った。

掘削範囲の堆積状況は、山麓斜面部が30cmの表

土、 20cmの暗褐色土、 20cmの礫混じり黄褐色土で

あり、台地平坦部は30cmの表土、台地端部斜面部

は70cmの表土、 30cmの大形礫混じり黒褐色土で

あった。遺構・遺物は確認されなかった。
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立会調査

63　前久保遺跡2

所　在　地　佐久市中小田切字前久保出口290番2外

開発主体者　佐久市

開発事業名　水路新設

調　査　期　間　平成25年1月8日・9日

調　査　面　積　46諸

調査担当者　須藤　隆司

調査の結果

水路工事による地表下70へ160cmの掘削・堆積

状況の立会・確認を行った。

対象地は2か所とも沢に向かう斜面地であった。

礫混じり褐色土に至る表土・暗褐色糖質土・黒褐

色粘質土の堆積があり、それらの厚さは斜面上部

で60cm、沢部で160cmであった。

遺構・遺物は確認されなかった。

立会調査

64　西妻神遺跡5

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市中込3241-6

中澤　孝則

個人住宅

平成24年11月29日

219.39壷

須藤　隆司

調査の結果

基礎工事による地表下50c皿の掘削・堆積状況の立

会・確認を行った。

掘削範囲は表土内であり遺構確認面に到達しな

かった。遺構・遺物は確認されなかった。

前久保遺跡2位置図(1 ‥ 10,000)
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立会調査

65　周防畑遺跡群72

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市佐久平駅北30-1 ・ 30-2番地

佐久市

駐車場整備

平成24年10月2日・ 3日

2,630.53壷

須藤　隆司

調査の結果

駐車場整備工事の地表下10-30cm程の掘削・

堆積状況の立会・確認を行った。

掘削範囲の堆積状況は埋土であり、遺構確認

面に到達しなかった。

遺構・遺物は確認されなかった。

立会調査

66　前堀遺跡2

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市高柳字大柳208鵜5、 216-1、 216-2

栗林　茂雄

個人住宅

平成24年10月15日

799.29壷

須藤　隆司

調査の結果

基礎工事に伴う地表下90へ100cmの掘削・堆積

状況の立会・確認を行った。

掘削範囲の堆積状況は、大半が80へ100cmの埋

土であり、南東部で埋土下に20cmの褐色シルト層

が確認された。

遺構・遺物は確認されなかった。
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立会調査

67　志賀神明の木遺跡7

所　在　地　佐久市志賀5951-1

開発主体者　志賀下宿区

開発事業名　放送施設

調査期　間　平成24年9月27日

調　査　面　積　1諸

調査担当者　須藤　隆司

調査の結果

地表下260cm程の掘削・堆積状況の立会・確認

を行った。

掘削範囲の堆積状況は、 100cmの埋土、 100cmの

砂礫混じり暗褐色土、 60cm以上の黒褐色粘土層で

あった。

遺構・遺物は確認されなかった。

立会調査

68　白拍子遺跡群7

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市取出町字屋敷355鵜1

島谷　茂樹

個人住宅

平成24年11月26日

642.0壷

須藤　隆司

調査の結果

建物基礎工事による地表下30-65c皿の掘削・堆積

状況の立会・確認を行った。

掘削範囲の堆積状況は、表土ないし埋土であり、

遺構確認面に到達しなかった。

遺構・遺物は確認されなかった。
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志賀神明の木遺跡7位置図(1 : 10,000)

白拍子遺跡群7位置図(1 : 10,000)

掘削状況



立会調査

69　野沢城跡19

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市原549-4

小林　康幸・香奈

個人住宅

平成24年10月30日

241.66壷

須藤　隆司

調査の結果

建物基礎工事による地表下70cmの掘削・堆積状

況の立会・確認を行った。

掘削範囲の堆積状況は、旧建物建設・解体時の

埋土であり、遺構確認面に到達しなかった。

遺構・遺物は確認されなかった。

立会調査

70　-之原A遺跡1

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市一ノ原

長野県佐久建設事務所

道路補修

平成24年11月30目

12,727壷

須藤　隆司

調査の結果

道路舗装補修工事の立会調査を行った。

掘削範囲は、道路砕石内であり、遺構確認面に

到達しなかった。

遺構・遺物は確認されなかった。

野沢城跡19位置図(1 : 10,000)
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一之原A遺跡1位置図(1 :10

掘削状況



立会調査

71小山崎遺跡群3

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市下小田切

長野県佐久建設事務所

道路補修

平成24年12月20日

1,191壷

須藤　隆司

調査の結果

道路舗装補修工事の立会調査を行った。

掘削範囲は、道路砕石内であり、遺構確認面に

到達しなかった。

遺構・遺物は確認されなかった。

立会調査

72　光明寺遺跡3

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市安原

長野県佐久建設事務所

道路補修

平成24年12月5日

1,423壷

須藤　隆司

調査の結果

道路舗装補修工事の立会調査を行った。

掘削範囲は、道路砕石内であり、遺構確認面に

到達しなかった。

遺構・遺物は確認されなかった。
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小山崎遺跡群3位置図(1 : 10,000)

光明寺遺跡3位置図(1 : 10,000)

掘削状況



立会調査

73　白岩城跡2

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市横根

長野県佐久建設事務所

道路補修

平成24年12月17日

1,131壷

須藤　隆司

調査の結果

道路舗装補修工事の立会調査を行った。

掘削範囲は、道路砕石内であり、遺構確認面に

到達しなかった。

遺構・遺物は確認されなかった。

立会調査

74　栗毛坂遺跡群54

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市岩村田字東芝間3872番23

白井　久雄

個人住宅

平成24年11月19日

189.23壷

小林　眞寿

調査の結果

建物基礎工事による地表下60cmの掘削・堆積

状況の立会・確認を行った。

掘削範囲は表土下の黒褐色土上部までであり、

遺構確認面に到達しなかった。

遺構・遺物は確認されなかった。

栗毛坂遺跡群54位置図(1 : 10,000)

堆積状況
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立会調査

75　長土呂遺跡群39

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市長土呂1390、 1391-1

清野　初江

個人住宅

平成24年12月21日

186.43壷

須藤　隆司

調査の結果

建物基礎工事による地表下70cmの掘削・堆積状

況の立会・確認を行った。

対象地は旧建物建設において浅間第一軽石流ま

で削平されており、今回の掘削範囲の堆積状況は

20へ70c皿の埋土・浅間第一軽石流であった。

遺構・遺物は確認されなかった。

立会調査

76　周防畑遺跡群73

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市長土呂字南下北原996-4

株式会社田

宅地造成

平成24年11月14日

22.83壷

須藤　隆司

調査の結果

擁壁基礎工事による地表下60cmの掘削・堆積状

況の立会・確認を行った。

掘削範囲の堆積状況は30cmの表土、 20へ30cmの

黒褐色土、 10cmの暗褐色土、浅間第一軽石流で

あった。

遺構・遺物は確認されなかった。

ー58-
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周防畑遺跡群73位置図(1 : 10,000)

掘削状況



立会調査

77　深堀遺跡群10

所　在　地　佐久市瀬戸字下原

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

3505 ・ 3506 ・ 3500 ・ 3483-2

中部電力株式会社

電柱新設

平成24年12月20日

4.4壷

須藤　隆司

調査の結果

ドリルによる地表下250cmの掘削・堆積状況の立

会・確認を行った。

掘削範囲の堆積状況は、賄lが80cmの黒褐色土、

90cmの砂礫層、以下浅間第一軽石流であり、 M.2-

4が20cmの黒褐色土、以下浅間第一軽石流、博5が

30cmの黒褐色土、 20c皿の暗褐色土、以下浅間第一軽

石流であった。

遺構・遺物は確認されなかった。

立会調査

78　梨子木遺跡1

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市上小田切

長野県佐久建設事務所

道路補修

平成25年1月28日

1,319壷

須藤　隆司

調査の結果

道路舗装補修工事の立会調査を行った。

掘削範囲は、道路砕石内であり、遺構確認面に

到達しなかった。

遺構・遺物は確認されなかった。
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深堀遺跡群10位置図(1 : 10,000)

掘削状況

梨子木遺跡1位置図(1 : 10,000)

掘削状況



立会調査

79　上砂田遺跡11 ・枇杷坂遺跡82

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市岩村田1519-3

長野県佐久建設事務所

道路改良

平成25年2月1日

550壷

須藤　隆司

調査の結果

道路改良工事による地表下100cmの掘削・堆積

状況の立会・確認を行った。

掘削範囲の堆積状況は、 40cmの水田土、砂層な

いし粘土層の水成堆積であった。

遺構・遺物は確認されなかった。

立会調査

80　野沢城跡20

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市取出町472-3、 473-7

佐久市

小学校庭改修

平成25年2月7日

648壷

須藤　隆司

調査の結果

地表下70cmの掘削・堆積状況の立会・確認を

行った。

掘削範囲の堆積状況は、 50cmの埋土、 20cmの

円礫混じ黒褐色土、砂層の水成堆積であった。

遺構・遺物は確認されなかった。
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上砂田遺跡11 ・枇杷坂遺跡82位置図(1 : 10,000)

掘削・堆積状況

野沢城跡20位置図(1 : 10,000)

掘削状況



立会調査

81仁東餅遺跡2

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市伴野字仁束餅1146-2、 1652臆2

佐久市

排水路改修

平成25年2月21日

310正

久保　治一郎

調査の結果

排水路撤去による地表下30c皿の掘削・堆積状況

の立会・確認を行った。

掘削範囲の堆積状況は、円礫混じり黒褐色土の

河川堆積であった。

遺構・遺物は確認されなかった。

立会調査

82　西一里塚遺跡群12

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市根々井1242-2、 1251

長野県佐久建設事務所

用水路移設

平成25年2月21日

25壷

須藤　隆司

調査の結果

南側の地表下100cmの堆積状況は、 40cmの表土

以下は塚原泥流であった。

北側の地表下160cmの堆積状況は、 60cmの表土

以下は粘土ないし砂礫層であった。

遺構・遺物は確認されなかった。

堆積状況
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西一里塚遺跡群12位置図(1 : 10,000)



立会調査

83　西村中遺跡2

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市根岸字東村中307番1の一部

工藤　勝己

個人住宅

平成25年2月21日

168.96壷

須藤　隆司

調査の結果

擁壁工事による地表下200c皿の掘削・堆積状

況の立会・確認を行った。

掘削範囲の堆積状況は、 100cmの盛土、以下、

角礫混じり糖質土、砂礫混じり粘土層であった。

遺構・遺物は確認されなかった。

立会調査

84　山梨A遺跡1 ・駒込遺跡2

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市桑山字八原田110番5外

佐久市

水路改良

平成25年2月25日

2,600壷

須藤　隆司

調査の結果

駒込遺跡における地表下150cmの掘削範囲の堆

積状況は、埋土ないし礫混じり粘質土であった。

山梨A遺跡における地表下100cmの掘削範囲の

堆積状況は、埋土ないし粘土層であった。

遺構・遺物は確認されなかった。

西村中遺跡2位置図(1 : 10,000)

山梨A遺跡1 ・駒込遺跡2位置図(1 :10,000)

掘削状況



立会調査

85　今井宮の前遺跡3

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市今井字西418-2

石井　隆史

個人住宅

平成25年2月26日

486壷

須藤　隆司

調査の結果

建物基礎工事による地表下40cmの掘削・堆積状

況の立会・確認を行った。

掘削範囲は旧宅地建設時の埋土内であり、遺構
・遺物確認面まで到達しなかった。

遺構・遺物は確認されなかった。

立会調査

86　尾垂遺跡2

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市前山1239-1、 1239-4

長野国道事務所

地質調査

平成25年2月26日

0.2正

久保　治一郎

調査の結果

地表下800cmのボーリングコアを確認した。

地表下400cmまでは粘土層、以下は礫層であった。

遺構・遺物は確認されなかった。
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今井宮の前遺跡3位置図(1 : 10,000)

尾垂遺跡2位置図(1 : 10,000)



立会調査

87　大奈良遺跡2 ・原遺跡6

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市田口切合4851-1

柳澤　祐一

個人住宅

平成25年3月12日

495.02壷

須藤　隆司

調査の結果

建物基礎工事による地表下40-50cmの掘削・堆

積状況の立会・確認を行った。

掘削範囲の堆積状況は、 30cmの表土、 10-20c皿

の黒褐色土であった。

遺構・遺物は確認されなかった。

立会調査

88　寄塚遺跡群6

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市三河田484-10

中村　茂

個人住宅

平成25年3月13日

254.87壷

須藤　隆司

調査の結果

建物基礎工事による地表下20-60cmの掘削・堆

積状況の立会・確認を行った。

掘削範囲は旧宅地建設時の埋土内であり、遺

構・遺物確認面まで到達しなかった。

遺構・遺物は確認されなかった。
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大奈良遺跡2 ・原遺跡6位置図(1 : 10,000)

掘削状況

寄塚遺跡群6位置図(1 : 10,000)

掘削状況



立会調査

89　根々井居屋敷遺跡4

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市根々井715-10

大塚　昌宏

個人住宅

平成25年3月15日

231.41壷

須藤　隆司

調査の結果

建物基礎工事による地表下70c皿の掘削・堆積状

況の立会・確認を行った。

掘削範囲は旧宅地建設時の盛土内であり、遺

構・遺物確認面まで到達しなかった。

遺構・遺物は確認されなかった。

立会調査

90　岩尾城跡2

所　在　地　佐久市鳴瀬字北びわじま

602-81、 602-31

開発主体者　阿部　幸洋

開発事業名　個人住宅

調　査　期　間　平成25年3月15目

調　査　面　積　607.99諸

調査担当者　須藤　隆司

調査の結果

建物基礎工事による地表下50へ70cmの掘削・堆

積状況の立会・確認を行った。

掘削範囲の堆積状況は、砂礫混じり暗褐色土、

砂礫層からなる湯川の河川堆積であった。

遺構・遺物は確認されなかった。
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根々井居屋敷遺跡4位置図(1 : 10,000)

岩尾城跡2位置図(1 : 10,000)

掘削状況
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立会調査

91常田居屋敷遺跡群23

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市塚原131-1

浅野　大樹

個人住宅

平成25年3月27日

413.48壷

須藤　隆司

調査の結果

建物基礎工事による地表下60cmの掘削・堆積状

況の立会・確認を行った。

掘削範囲の堆積状況は、 30cmの盛土、 30cm以上

の塚原泥流堆積であり、対象地は塚原泥流残丘を

削平して形成された平坦地であった。

遺構・遺物は確認されなかった。

立会調査

92　権現山遺跡群4

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市矢島字鶴沼119-1

比田井　悦子

個人住宅

平成25年3月25日

261壷

須藤　隆司

調査の結果

建物基礎工事による地表下60cmの掘削・堆積状

況の立会・確認を行った。

掘削範囲の堆積状況は、旧建物建設時の埋土な

いし表土が30cm、以下強粘土層であった。

遺構・遺物は確認されなかった。

ー66-

ノダ

I三言へ了　的舶珊聯斗

「.〇九　　　順

l　‾

常田居屋敷遺跡群23位置図(1 : 10,000)

権現山遺跡群4位置図(1 : 10,000)

掘削状況



立会調査

93　西大久保遺跡群19

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市下平尾字中大久保553番2

山田　悠貴

個人住宅

平成25年3月15日

242.06壷

須藤　隆司

調査の結果

建物基礎工事による地表下60cmの掘削・堆積状

況の立会・確認を行った。

掘削範囲の堆積状況は、表土ないし旧建物建設

時の盛土であり、遺構・遺物確認面まで到達しな

かった。

遺構・遺物は確認されなかった。

本調査

94　周防畑遺跡群

南下北原遺跡Ⅱ

所　在　地

開発主体者

開発事業名

調　査　期　間

調　査　面　積

調査担当者

佐久市長土呂1111-7

井出　徳秋

個人住宅

平成24年6月20目へ26日

101.3壷(開発面積253.73壷)

須藤　隆司

調査の結果

周防畑遺跡群は、浅間山西南麓端部にある佐久

市北部の北東から南西に帯状に展開した田切地形

台地に立地する。隣接地の南下北原遺跡では奈

良・平安時代の集落が調査され、皇朝十二銭「貞

観永質」 ・布目瓦が発見されている。

今回、井出徳秋により個人住宅建設が遺跡群内

に計画されたため、遺構確認調査を実施した。

その結果、竪穴住居址等の遺構が建設範囲で確

認され、それらの保存が困難なことから記録保存

を目的とした本調査を実施した。
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西大久保遺跡群19位置図(1 ‥ 10,000)

掘削状況

¥、
¥

_一事　　　¥

¥

周防畑遺跡群南下北原遺跡Ⅱ位置図 (1 :10,000)

調査区全景(西より)



遺構と遺物

調査した遺構は、浅間第一軽石流を確認面として確認された奈良時代の竪穴住居址2軒、建て替えを伴う

掘立柱建物址1棟、溝址1基である。

H l号住居拙ま、袖石・支脚石・粘土で構築されたカマドを北東部にもつ方形の竪穴住居址である。柱穴

は確認されていない。南北長3m.東西長3.3m.壁残高17cmであり、主軸方位はN-240-Eである。出土遺

物には、須恵器円面硯の脚部破片、安山岩の磨石・敲石がある。敲石端部の潰れは顕著である。

H2号住居址は、南壁のごく一部の確認に止まる。南壁長5.5m、壁残高20cmである。出土遺物には、底

部回転へラケズリの須恵器有台杯がある。

F l号掘立柱建物址は、 2間× 1間の側柱式で東西柱穴間2.7-3m ・南北柱穴問2.5mである。東西に2

個の柱穴が重複する。柱穴は径50-70cm、深さ18へ48cmである。時期を確定できる遺物はない。南西隅に径

40へ50cm、深さ16cm種のP l. P2がある。 P2は南西隅の柱穴で切られる。

Ml号溝址は、東西に延びる南側一部の確認であり、深さは90cm以上である。弥生土器・土師器・須恵器

片が出土している。 H2号を切り奈良時代以降の遺構である。

発掘調査区の位置(1 : 10,000)

遺構を掘る
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発掘調査全体図(1 :200)



㊦

(1,40)　1m

1層10YA3/2　パミス・ローム粒を多く含む。

2層1馳盤/1炭化物を含む。

3層10Ⅵ鵜/3　ローム粒を多く含む。

4層10YR3/4　ロームブロックを多く含む。

5層　7.5Y舶/2　粘土粒を多く含む。

6層　7,与YR4/1粘質土

H l号竪穴住居址

Hl号住居址(南から)

二二三　二、

0　　　　(1 : 4)　　10c皿

H l号住居址の遺物
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1円面硯　須恵器

底径　20.4c皿

器高　5.2c皿

2　敲石　安山岩

長さ10.6cm

幅　　5.7 c皿

厚さ　4.3cm

重さ　374.45g

3　磨石　安山岩

長さ　9.1cⅢ

幅　　8.7 c皿

厚さ　2.6c皿

重さ　305.5g

1層　焼土

2層　粘土　ロームブロックを含む。

3層　7.与Y融/2　粘土粒を多く含む。

4層10YR3/2　ローム粒を多く含む。

Hl号住居址カマド(南から)

薗.

H l号住居址の遺物



圏

H2号竪穴住居址とその遺物・ Ml号溝址

圃　田圃

二　二

⑥　⑥
01　　　可

4

⑨　A

2 1
A,　　A

も1古∴古(③∴もi

㊥⑪⑧⊃仝’ N

旦紛総軍つ旦’

2　　　　　　2　　　　　　　　3

(1:80)　　2m

F l号掘立柱建物址

F l号(建替後)掘立柱建物址(南から)
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餌i

l層10YR3/2　パミス・ローム粒を含む。

2層10YR3/3　パミス・ローム粒を多量に含む。

3層10YR3/4　ローム粒を多量に含む。

4層10YR4/4　ローム粒を極めて多量に含む。

F l号掘立柱建物址(南から)



2012年(平成24年)度　市内遺跡発掘調査一覧表

No. �(���X��kﾂ�所在地 丶ｩJﾘ益�ﾈ�"�開発事業名 �+(ﾛ瑛ｩ���開発面積 兢ｸﾎﾉ�ｹ'R�調査期間 儖Xﾖﾂ�
(壷) 忠-鋳�

1 舒)�ｩ68�)�Xﾅ��3r�岩村田 ����X6�4X5�｢�宅地造成 鼎2�#��5,969.54 倩霪��H24.4.17 ��

2 舒)�ｩ68�)�Xﾅ��3��岩村田 ��:�����ｴ��個人住宅 �3R�#��406.47 倩霪��H24.4.26 �$xﾈｨ�ｸ��

3 儖宇hﾞ(�)�Xﾅ�sb�岩村田 倆�檠Y�9d��ﾈ��抦��)wH橙�福祉施設 ��c��#��704.02 倩霪��H24.4.24 ��

4 冢ﾉF霪X�)�Xﾅ����猿久保 俚(ｷh�2�武道館 多目的運動場 ��ﾃ�澱����38、242.00 倩霪��H24.7,9へ13 �$xﾈｨ�ｸ��ﾖ��X786(6r�

5 冢ﾉF霪X�)�Xﾅ��"�猿久保 俚(ｷh�2�研修センター �"ﾃC3"����13,000.00 倩霪��H24.7.9へ26 �$xﾈｨ�ｸ��ﾖ��X786(6r�

6 �霍i]ｸ夐W�5�)�Sb�猿久保 �(i�ｨ��嫌�疫��集合住宅 塔b紊��446.94 倩霪��H24.5.16 ��

7 假ﾉf雨�)�Xﾅ�cr�長土呂 �ｨ5�985h8x4R�倉庫 塔ゅ���1,566.72 倩霪��H24.5.14 ��

8 傴ﾈ,ﾉm�)�S�"�岩村田 俚(ｷh�9zxﾙ�]ｲ��8ｭI�ﾘﾘyV����保育所 鉄ゅC��856.00 倩霪��H24,7.5 ��

9 ��8ﾛｹ68�)�S��鉙,ﾉm�)�S�2�岩村田 �+ynﾉ78�84ｸ5�｢�事務所 店舗・倉庫 鉄������2,556.00 倩霪��H24.5.21・22 ��

10 冢ﾉF霪X�)�Xﾅ��2�猿久保 俚(ｷh�2�道路 �33B����13,347.00 倩霪��H24.7.9-11 �$xﾈｨ�ｸ��786(6r�

11 舒)�ｩ68�)�Xﾅ��3��岩村田 偬I68��自�驟��個人住宅 �#偵s��304.00 倩霪��H24.6.25 �$xﾈｨ�ｸ��ﾖ�(786(6r�

12 舒)�ｩ68�)�Xﾅ��C��岩村田 仭y68�����X�(���個人住宅 鼎�緜��783.56 倩霪��H24.7.3 俟��

13 估冦�ﾞ(�)�Xﾅ�S2�岩村田 俔ﾘﾋ8��l��ﾂ�集合住宅 ��sB����l,079.00 倩霪��H24.7.31 ��

14 ���68�)�Xﾅ��B�塚原 �ｨ8ﾘ�ｸ5ﾈ92�店舗 �#sゅ���2,315.28 倩霪��H24.8.22 ��

15 儖宇hﾞ(�)�Xﾅ�sr�岩村田 �+ynﾈﾊr�学校 鼎S�����2,069.00 倩霪��H24.7.3 ��

16 ��ﾙ68ｸ�餮闔)�Xﾅ����常田 �ｨ皐�5(�ｸ7ﾈ8ﾈ�ｸ5h8x92�宅地造成 �#s偵���2,329.00 倩霪��H24.8.27・28 ��

17 儖宇hﾞ(�)�Xﾅ�s��佐久平駅東 �ｩgｸｷh7ｨ�ｸ8ｸ6h4(984�5��店舗 �3#b�"�2,476.884 倩霪��H24.8.23・24 �$xﾈｨ�ｸ��7儘(�X786(6r�

18 亶ｸ,ﾉ��)�S"�下平尾 �ｨ+8*ﾘ.x�8ﾊB�介護施設 �##����1,488.08 倩霪��H24.8.30 ��

19 儖宇hﾞ(�)�Xﾅ�s��佐久平駅南 俚(ｷh�2�公園造成 ���R綯�27,379.06 倩霪��H24.9.3 ��

20 假ﾉf雨�)�Xﾅ�c��長土呂 �7����|x���集合住宅 �3b���244.80 倩霪��H24.9.19 ��

21 儖宇hﾞ(�)�Xﾅ����岩村田 �H���椹&｢�集合住宅 ��cr縒�820.00 倩霪��H24.11.20 ��

22 亊ｸ�(�)�S��下小田切 俚(ｷhﾔﾈ司��ﾘr�消防署庁舎 鼎モ���3,292.76 倩霪��H24.11.8・9 �$xﾈｨ�ｸ��ﾖ��

23 假ﾉf雨�)�Xﾅ�c��長土呂 俚(ｷh�2�斎場施設 �#�2�"�15,247.00 倩霪��H24.11.27・28 ��

24 亶ｸ,ﾈ�8�)�Xﾅ�#B�横和 �ｨ5h6�6ﾒ�工場 鼎�B���1,234.00 倩霪��H24.11.5 �$xﾈｨ�ｸ��

25 ��8ﾛｹ68�)�S���岩村田 筈�ﾛ(ｷi�8ｭHxｨ4�8�6(4��宅地造成 �#sb���1,741.00 倩霪��H24.10.3l・11.1 ��

26 ��Y,ｸ�)�Xﾅ��ﾂ�中込 俚(ｷh�2�道路 鉄��"�8,000.00 倩霪��H24.1l.29 ��

27 假ﾉf雨�)�Xﾅ�s��長土呂 冲2�7ﾘ486X4(�ｹ+ynﾂ�宅地造成 鼎�R絣�9,629.00 倩霪��H24,12.4・5 �$xﾈｨ�ｸ��

28 册ﾘﾈ����S2�望月 �5ﾈ7H6x6�984�8(6�488ｸx｢�無線基地局 ��偵b�343.00 倩霪��H24.12.6 ��

29 舒)�ｩ68�)�Xﾅ��C��岩村田 ��HﾋH��个�集合住宅 ��偵b�146.09 倩霪��H24.12.10 ��

30 假ﾉf雨�)�Xﾅ�s��長土呂 乂�68��ｴ"�宅地造成 塔b���l,204.00 倩霪��H25.1.17 �$xﾈｨ�ｸ��(i�(�(ﾕﾂ�

31 僮)H���)�Xﾅ�b�取出町 ������y��個人住宅 �3��"�434.11 倩霪��H24.12.18 ��

32 弍�,ｸ�)�Xﾅ�R�横和 �ｨ4x6ｸ�X6X4(�X6X4(�X6�5(8"�無線基地局 途�"�38.70 倩霪��H24.12.21 ��

33 僖ﾈｷi]ｸ�)�Xﾅ�"�安原 �(i8�����nr�個人住宅 ��R���400.78 倩霪��H25.1.7 ��

34 ��ﾙ68ｸ�餮闔)�Xﾅ�#��長土呂 �ｹ68��W9:韃��宅地造成 �3sR�2�4,961.20 倩霪��H25.2.19へ2l �$xﾈｨ�ｸ��ﾖ��

35 ��ｹg�)�Xﾅ���瀬戸 �ｩ62�宅地造成 �##b繧�1,789.73 倩霪��H25,1.18 ��

36 �(i;�)�Xﾅ��B�前山 忠tﾂ��ﾙEｩ7�&隍ｩJﾒ�宅地造成 �������1,537.00 倩霪��H25.l.24 ��

37 儖宇hﾞ(�)�Xﾅ����岩村田 �H���椹&｢�集合住宅 ��s"繧�1,042.21 倩霪��H25.3.18・19 ��

38 ��ﾙ68ｸ�餮闔)�Xﾅ�#��塚原 ��ｸﾕﾘﾉｩ�ﾘﾔ鮎hx｢�宅地造成 �3S"繧�2,271.00 倩霪��H25.3.21 ��

39 ��ﾉz��)�Xﾅ�B�大沢 �ｨ7ｨ985�4ｨ�ｸ5�+ynﾉ(h甸�事務所・工場 ���"���2,623.25 倩霪��H25.3.7 ��

40 �,ｸﾋH夐W�5�)�Sb�塚原 �+ynﾈﾊxﾛ(ｷhﾉｩ�ﾘ駟k���道路 唐���226.90 倩霪��H25.2.25 ��

41 ����h�)�Vﾂ�前山 冏ｸｭH��;�"�墓地 ��300.00 凛x橙�H24.5.11 ��

42 �69(i8x�)�S"�御馬寄 伜(葺��鴿&｢�擁壁 ��490.50 凛x橙�H24.5.9 ��

43 傴ﾈ,ﾉm�)�S�B�岩村田 �+ynﾈﾊxﾛ(ｷhﾉｩ�ﾘ駟k���道路 ��200,00 凛x橙�H24.5.10 ��

44 ��ｹg�)�Xﾅ���瀬戸 兀�68��|yH��個人住宅 ��259.63 凛x橙�H24.5.1 ��
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No. �(���X��kﾂ�所在地 丶ｩJﾘ益�ﾈ�"�開発事業名 �+(ﾛ瑛ｩ���開発面積 兢ｸﾎﾉ�ｹ'R�調査期間 儖Xﾖﾂ�

(壷) 忠-鋳�

45 侈�ﾋｸ�(�)�Xﾅ�2�八幡 忠tﾂ�78�ｸ5�8�986��店舗 ��874.53 凛x橙�H24.10.16 ��

46 舒)�ｩ68�)�Xﾅ��C"�岩村田 �69(h��.H-ﾒ�個人住宅 ��417.59 凛x橙�H24.5.21・22 ��

47 �')68�)�S��茂田井 �69]8��樺�個人住宅 ��69.95 凛x橙�H24.9.21 ��

48 ��Y,ｸ�)�Xﾅ��"�中込 乘xﾋH��H韈��個人住宅 ��162.57 凛x橙�H24.6.1 ��

49 ��h揵ц�)�S"�春日 俚(ｷh�2�道路 ��2,775.00 凛x橙�H24.10.16 ��

50 亂�,ﾉ��)�S"�塚原 �+ynﾈﾊxﾛ(ｷhﾉｩ�ﾘ駟k���道路 ��739.00 凛x橙�H24.11.15 ��

51 佻ﾈ���)�S(�Y{H圷���Sr�田口 佩�ﾜ���ﾔｹu��個人住宅 ��337.75 凛x橙�H24.7.3 ��

52 儖9�ｨ�)�S��平賀 �(i�(��ﾔh譏�Y^�Oﾂ�個人住宅 ��328.73 凛x橙�H24.6,27 ��

53 仆ﾘﾋ倩��)�S2�志賀 亊igｸ��=�,8���個人住宅 ��305.88 凛x橙�H24.6.12 ��

54 舒)�ｩ68�)�Xﾅ��C2�岩村田 ���ﾈ��H��ﾒ�個人住宅 ��330.66 凛x橙�H24.7.19 ��

55 ��Y,ｸ�)�Xﾅ��2�中込 �+��(��ﾔｸ謦�個人住宅 ��348.50 凛x橙�H24.7.23 ��

56 倅�ｨ�)�Xﾅ�2�三分 傅ﾈ鮑��y��ﾈ�X鞁�B�個人住宅 ��975.87 凛x橙�H24.7.26 ��

57 ��ﾈ自z),ｸ�)�Xﾅ����平塚 �｢�,�+h.8*H*(+�7h8�5�8�92�宅地造成 ��993.00 凛x橙�H24.7.6 ��

58 仗�,8�)�Xﾅ�b�長土呂 �(i8x��莱Wb�集合住宅 ��950.00 凛x橙�H24.10.16・22 ��

59 ��ﾙ68ｸ�餮闔)�Xﾅ�#"�常田 ��:���{(ﾔｲ�個人住宅 ��471.59 凛x橙�H24.8.2 ��

60 ��8圷���S��田口 �(iYI6I|ﾘx｢�電柱 ��2.20 凛x橙�H24.9.18 ��

61 侏H�)�SX�X�(ﾞ�)�Sb�田口 俚(ｷh�2�下水道 ��237.50 凛x橙�H24.11.6・12.18 ��

62 ��8ﾏﾈﾝﾘ徂�)�Xﾅ���常和 俚(ｷh�2�道路 ��202.00 凛x橙�H24.11.21 ��

63 ���i]ｸ�)�S"�中小田切 俚(ｷh�2�水路 ��46.00 凛x橙�H25.1.8・9 ��

64 ��ﾈﾜ���)�SR�中込 �(n�h��ﾔi�R�個人住宅 ��219.39 凛x橙�H24.11.29 ��

65 假ﾉf雨�)�Xﾅ�s"�佐久平駅北 俚(ｷh�2�駐車場 ��2,630.53 凛x橙�H24.10.2・3 ��

66 ����)�S"�高柳 估凩���l騏��個人住宅 ��799.29 凛x橙�H24.10.15 ��

67 倡X棠���,ﾉm�)�Sr�志賀 倡X棹岑�ｾb�放送施設 ��1.00 凛x橙�H24.9.27 ��

68 僮)H���)�Xﾅ�r�取出町 �8y$ｨ��l韵r�個人住宅 ��642.00 凛x橙�H24.11.26 ��

69 冢ﾉ�(���S���原 傅ﾉ}���ﾔ靫ｸ�Xﾘ�=��個人住宅 ��241.66 凛x橙�H24.10.30 ��

70 �ｩEhﾋD��)�S��一之原 �+ynﾈﾊxﾛ(ｷhﾉｩ�ﾘ駟k���道路 ��12,727.00 凛x橙�H24.11.30 ��

71 傅ﾈ�(ﾞ�)�Xﾅ�2�下小田切 �+ynﾈﾊxﾛ(ｷhﾉｩ�ﾘ駟k���道路 ��1,191.00 凛x橙�H24.12.20 ��

72 佰Yk韜ｸ�)�S2�安原 �+ynﾈﾊxﾛ(ｷhﾉｩ�ﾘ駟k���道路 ��1,423.00 凛x橙�H24.12.5 ��

73 僮(ｮ(���S"�横根 �+ynﾈﾊxﾛ(ｷhﾉｩ�ﾘ駟k���道路 ��1,13l.00 凛x橙�H24.12.17 ��

74 估冦�ﾞ(�)�Xﾅ�SB�岩村田 僮(皐��ｷiu��個人住宅 ��189.23 凛x橙�H24.11.19 ��

75 �+y7刋8�)�Xﾅ�3��長土呂 ��Inﾈ���ﾕﾒ�個人住宅 ��186.43 凛x橙�H24.12.21 ��

76 假ﾉf雨�)�Xﾅ�s2�長土呂 忠,���62�宅地造成 ��22.83 凛x橙�H24,11.14 ��

77 ��ｹg�)�Xﾅ����瀬戸 �(iYI6I|ﾘx｢�電柱 ��4.40 凛x橙�H24.12.20 ��

78 凉ﾈ��m�)�S��上小田切 �+ynﾈﾊxﾛ(ｷhﾉｩ�ﾘ駟k���道路 ��1,319.00 凛x橙�H25.1,28 ��

79 ��8ﾛｹ68�)�S���O宇hﾞ(�)�Xﾅ��"�岩村田 �+ynﾈﾊxﾛ(ｷhﾉｩ�ﾘ駟k���道路 ��550.00 凛x橙�H25.2.1 ��

80 冢ﾉ�(���S#��取出町 俚(ｷh�2�前庭改修 ��648.00 凛x橙�H25.2.7 ��

81 ��ﾙ�冦ﾘ�)�S"�伴野 俚(ｷh�2�排水路 ��310.00 凛x橙�H25.2.21 ��

82 ��ﾈ自z),ｸ�)�Xﾅ��"�根々井 �+ynﾈﾊxﾛ(ｷhﾉｩ�ﾘ駟k���用水路 ��25.00 凛x橙�H25.2.21 ��

83 ��ﾉ�ｩ(h�)�S"�根岸 儘�:����ﾌ��個人住宅 ��168.96 凛x橙�H25.2.21 ��

84 伜)yﾄ��)�S��ｾ鞁闔)�S"�桑山 俚(ｷh�2�水路 ��2600.00 凛x橙�H25.2.25 ��

85 俑�皐ｪ�,ﾉ��)�S2�今井 ��闔H��{(譴�個人住宅 ��486.00 凛x橙�H25.2.26 ��

86 儖i�(�)�S"�前山 �+ynﾈﾙ�;倬ik���地質調査 ��0.20 凛x橙�H25.2.26 ��

87 ��Y=驂x�)�S(�XﾋH�)�Sb�田口 冩n�h��u8爾�個人住宅 ��495.02 凛x橙�H25.3.12 ��

88 弍�,ｸ�)�Xﾅ�b�三河田 �(i�ｨ��l��個人住宅 ��254.87 凛x橙�H25.3.13 ��

89 俑ｨ��Hｸ�餮闔)�SB�根々井 ��Y,ｸ��葈ﾔr�個人住宅 ��231.41 凛x橙�H25.3.15 ��

90 舒)Oh���S"�鳴瀬 �)YH��ﾔｹvﾒ�個人住宅 ��607.99 凛x橙�H25.3.15 ��

91 ��ﾙ68ｸ�餮闔)�Xﾅ�#2�塚原 ��9nﾈ���X��個人住宅 ��413.48 凛x橙�H25.3.27 ��

92 侈�ﾋｸ�(�)�Xﾅ�B�矢島 儂I68皐��来���個人住宅 ��261.00 凛x橙�H25.3.25 ��

93 ��ﾉ�Xｷi]ｸ�)�Xﾅ����下平尾 伜)68��t亢ﾒ�個人住宅 ��242.06 凛x橙�H25.3.15 ��

94 假ﾉf雨�)�Xﾅ����>ﾈ岔fｸﾋH�)�XuR�長土呂 �H���;���個人住宅 �����2�253.73 冏ｹ+(ﾛ��H24.6.20へ26 �$xﾈｨ�ｸ��ﾄ�zy(ﾈﾉｩZ��ﾖ��
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